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　助産院の台所は，家庭の台所と同じではあるが，実に多くの女性がその場所に立つ。院長の私は

もちろん，スタッフや実習中の学生，時には来院したママたちも茶碗を洗ってくれる。

　私の母方の祖母は大正生まれであったが，「台所」とは決して言わなかった。「お勝手」と呼んで

いた。不思議に思い祖母に尋ねると，「『台所』はその家の主婦が勝手に使える自由な場所なんだか

ら，『お勝手』なのよ」とにこやかに教えてくれた。

　家族が多かった祖母たちの時代は，嫁に来て一家の食事を任されるということは，とても重要な

ことであり，嫁としてはその家で生きていく地位を築いたようなことであったのだろう。

　現代は核家族化が進み，新婚の夫婦のキッチンはカラフルなグッズに囲まれて，夫がいとも簡単

に料理をして茶碗を洗う。私の夫は，共働きであっても新婚当初から絶対に台所に立たなかった。

「男子厨房に入らず」を頑なに守っていたようだ。意地悪な人だと思ったこともあったが，おかげ

で私の主婦力はあっという間にアップした。

　「台所」から「お勝手」と呼べるようになるまで，祖母はいったいどのくらい姑に仕え，愚痴を

言わず苦労を重ねたのだろうか…。

　私の父方の祖母は，明治の生まれであった。母が嫁に来たその日から，母に台所を明け渡したと

いう。母にすべてを任せ，未熟な手料理を喜んで食べてくれたそうだ。母は家族になった喜びと共

に，大きな責任を感じたという。

　平成生まれの子どもたちも親になっている。時代は大きく変わってきた。「今日の夕食はマック

よ！！」「ラッキー！！」……ある夫婦の会話である。

　助産院には連日，お乳のトラブルのママがたくさん来院する。食生活の悪さもその原因の一つだ。

「何を食べたらよいか分からない」「何を作ればよいか分からない」と母親たちは口々に訴える。私

は一人ずつ丁寧に，体調に合った料理のメニューから作り方まで教えている。

　学校では食育教育が盛んになされているが，「食育教育」の充実の前に「お勝手」と呼べるとこ

ろを見直す必要がある。

　祖母の料理も母の料理も，昔から日本のどこの家庭

にもある献立だったが，心に染みるほどにおいしいも

のであったと思う。妻として，母として，女として凛

として生き，深い愛情を伝えてくれた，そんな味だっ

たと感謝するのである。
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